
昨年度から変更となったあゆみの評価について 

平成 29 年改訂で，学習指導要領の目標及び内容が 

資質・能力の三つの柱で再整理されたことを踏まえ、 

各教科における観点、別学習状況の評価の観点については，  

「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」 

の 3 観点に整理されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの               ・観点別学習状況の評価や評定には 
・３段階で評価（低学年は行わない。）                    示しきれない児童一人一人のよい 

点や可能性、進歩の状況について 

                                        評価するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能        思考力、判断力･表現力等       学びに向かう力、人間性等 

  

 

 

 

 

 

 

学習指導要領に示す 
目標や内容(3 観点) 知識及び技能 思考力、判断力、 

表現力等 
学びに向かう力、 

人間性等 

各教科における評価の基本構造 

観点別学習状況評価の 
各観点 

●観点ごとに評価し、児童の 
学習状況を分析的に捉える 
もの 

●観点ごとにABCの 3段階で 
評価 

知識･技能 思考･判断･表現 

感性、思いやり 
など 

主体的に学習に 
取り組む態度 

評 定 個人内評価 

各教科等における学習の
過程を過した知識及び技能
の習得状況について評価を
行うとともに，それらを既有
の知識及び技能と関連付け
たり活用したりする中で，他
の学習や生活の場面でも活
用できる程度に概念等を理
解したり.技能を習得したり
しているかを評価します。 

各教科等の知

識及び技能を活

用して課題を解

決する等のため

に 必 要 な 思 考

力，判断力，表現

カ等を身に付け

ているかどうか

を評価します。 

知識及び技能を獲得し
たり，思考力，判断力，表
現力等を身に付けたりす
るために，自らの学習状
況を把握し，学習の進め
方について試行錯誤する
など自らの学習を調整し
ながら，学ぼうとしてい
るかどうかという意思的
な側面を評価します。 

個人内評価の対象となるも
のについては，児童が学習した
ことの意義や価値を実感でき
るよう，日々の教育活動等の中
で児童に伝えることが重要で
す。特に，「学びに向かう力，人
間性等」のうち「感性や思いや
り」など児童一人一人のよい点
や可能性，進歩の状況などを積
極的に評価し児童に伝えるよ
うに配慮して評価します。 

「学びに向かう力，人間性等」には① 「主

体的に学習に取り組む態度」として観点

別評価（学習状況を分析的に捉える）を通

じて見取ることができる部分と②観点別

評価や評定にはなじまず，こうした評価

では示しきれないことから個人内評価を

通じて見取る部分があります。 

テスト…事実的知識の習得    

知的概念の理解問題 

文章による説明をする技能

式、グラフ等を活用し表現 

実験や観察の理解と説明等 

漢字や計算等基本的な知識 

運動や演奏など、基礎技能 

これまでの「知識･理解」と 

「技能」において評価されて

きた部分の評価が主となる。 

ペーパーテストによる評価 

感想文･観察文･説明文作成 

や発表、集団での話合い、作

品制作や表現等の多様な活

動の様子、また、それらを集

めたポートフォリオの活用 

等、各教科や各学年の系統

性に応じた内容。従前の「思

考･判断･表現」において評

価されてきた部分が主。 

ノートや各種書いた物等における記述内容、

授業中の発言状況、教師による行動観察、児童

による自己評価や相互評価等の状況を、評価

を実施する際に、考慮する材料として用いる。 

 各教科の特性に応じて、児童の発達段階や

各自の個性を十分に配慮しながら、「知識･技

能」や「思考･判断･表現」の観点の状況を踏ま

えた上で、評価を行う。①粘り強く取組を行お

うとする側面と②自ら学習を調整しようとす

る側面の両面から評価する。 
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